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1国・県補助活用事業

予算書Ｐ9、11
事業費 補助額 一般財源

3,839万円 3,839万円 0円

●介護予防拠点として、公民館の改修や特別養護老人ホームの簡易陰圧装置整備の補助
を行います。

介護基盤緊急整備特別対策事業

【事業内容】
①介護予防拠点整備事業
週1回の介護予防活動に取組む介護予防拠点として、公民館の改修を行う。
R4実施予定箇所（尾下体育館、芹口公民館、上津留公民館、峰の宿集会所）
※全額県補助（上限額891万円）
※過去の実績 R1:15箇所、R2:16箇所、R3:12箇所（合計43箇所）事業費合計 約3億2,000万円

②簡易陰圧装置整備事業
新型コロナウイルス対策として、簡易陰圧装置整備を支援する。
R4実施予定箇所（特別養護老人ホーム1事業所）
※全額県補助
※簡易陰圧装置…室内の気圧を室外よりも低くする（陰圧にする）

ことで、ウィルス等で汚染された空気を室外に
逃さないように閉じ込め、高性能空気清浄機で
空気中のウィルスを処理して浄化するシステム。



2国・県補助活用事業

予算書Ｐ10
事業費 補助額 一般財源

5,861万円 5,861万円 0円

●電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい
低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対して、1世帯当たり5万円の給付金を支給します。

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業

【支給対象者】
①住民税非課税世帯
基準日（令和4年9月30日）において世帯全員の令和4年度分の住民税均等割が非課税である
世帯。（※住民税が課税されている者の扶養親族等のみからなる世帯を除く。）

②家計急変者
予期せず令和4年1月から令和4年12月までの家計が急変し、①の世帯と同様の事情にあると
認められる世帯。

【給付額】1世帯当たり5万円

【給付の方法】
①住民税非課税世帯については、対象世帯に支給案内通知書と確認書を送付し、
確認書受理後に支給決定を行い、指定口座への振込を行う。

②家計急変者については、役場に申請書を提出してもらい、
受付後、支給要件を確認し、該当すれば支給を行う。
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【事業の目的】
ふるさと納税の使途意向に沿った「住民福祉施策」に合致する事業であり、
高齢者の福祉の推進、また、本格的な冬の訪れを前に各地域の公民館等の備品の充実を図る
ため、町内の公民館等に対して『1施設当たり10万円を上限』に助成する。
（政策集 挑戦6/目標5「高齢者が「住み慣れた地域で健康に生活できる施策」を推進する」）

●補助対象経費
物品または備品購入に掛かる経費
※人件費及び施設の維持管理に関する経費を除く。

【補助計画】
高森地区 11施設
色見地区 10施設
草部地区 19施設
野尻地区 15施設

事業費 ふるさと応援寄付金 町負担

550万円 550万円 0円 予算書Ｐ9

●各地域の公民館等に対して、備品等の導入に係る費用を助成します。

ふるさと応援公民館等環境改善事業補助金

ふるさと納税活用事業
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【事業の目的】
ふるさと納税の使途意向に沿った「教育施策」に合致する事業であり、高森高校の魅力化を
通じた地域活性化を目的として町内において新たに下宿業を創業する事業者や個人を支援する。
⇒熊本県内外から高森高校に進学する生徒の受入れの拡充を図り、
延いては町内における地場産業の活性化を促進する。

【事業内容】
個人住宅：下宿業創業に係る費用の2/3を補助

⇒受入人数1名につき50万円上限（補助上限150万円（3名まで））

既存宿泊施設等：下宿業対応への改修等に係る費用の2/3を補助
⇒受入人数4名以上が条件（補助上限500万円（10名まで））

【事業費】500,000円×（受入人数）22名＝11,000,000円

【備考】補助事業者には、最低3年間の下宿生受け入れを義務化
※不履行の場合は補助金返還措置あり

事業費 ふるさと応援寄付金 町負担

1,100万円 1,100万円 0円 予算書Ｐ11

●個人住宅や既存宿泊施設等が下宿業を創業する際に必要な改修費用等を補助します。

ふるさと応援高森町下宿業創業対策支援事業補助金

ふるさと納税活用事業
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【現状と課題】
現在取り組んでいる「高森駅周辺再開発工事」に伴い、高森駅舎が新築されることから、
プラットフォームの目前に位置する車庫が来町者の目に留まりやすくなるが、
現在の車庫は老朽化と経年劣化による外壁の汚損が顕著である。

【対策】
熊本地震からの復旧・創造的復興及び永続的運行の確保を図る
ため、南阿蘇鉄道の復興・経営に要する経費に充てる目的で
創設した「南阿蘇鉄道復興応援基金」を活用し、車庫の塗装等を
実施する。
⇒高森町の玄関口となる高森駅の『景観向上』だけでなく、
施設の老朽化に伴う『安全対策』にも寄与する。

事業費 基金繰入金 町負担

1,000万円 1,000万円 0円 予算書Ｐ9

●南阿蘇鉄道の車両を格納する車庫等を整備します。

南阿蘇鉄道車庫等整備補助金

南鉄復興応援基金活用事業


